
熊本大学

熊本県進出の大企業に対して、
地元企業を協力企業として活用し
てもらう成功事例をベースに、「新
しい産学連携」の方式＝大企業・
中小企業・大学との三者連携を構
築することを目指している。

国立大学法人化の中で、研究費・
研究生は減少しており、産官学の
実績を上げていく必要性に迫られ
ている。
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「大学」が発するキーワードと「中
小企業」の課題におけるキーワー
ドのギャップが大きい。大企業・
中小企業が本質的問題を明かして
くれない可能性。

大学と企業のつながりが個人的な
つながり、もしくは、新卒採用を
鑑みた付き合いに留まっているこ
とが多い。

課  題

「中小企業」の課題を言葉だけで
なく、「大学」が取り組む研究テー
マとして翻訳出来得る人材を配
置。「旧制第五高等学校」時代の
伝統を継ぎ、産業界重職に卒業
生が就いており、「工業会倶楽部」
ネットワーク（大阪支部・神戸支
部・京滋支部）を活用。

「手前の利益・名声ではなく、地
道に技術を発展させる」というビ
ジョンの下、実効性のある実績を
積み上げる。

対  策

大企業・大企業の協力企業としての
中堅中小企業・大学との三者連携

重点分野
協力企業を持つ大企業

大企業の協力企業である中堅・中小企業

連携対象となる企業技術

・自事業内で抱える多くの課題・問題点に対して
  解決したい順番付けを行う。
・できるだけありのままの話をし、本気で解決
  する課題は現場をみながらとする。

・コーディネータに連絡。
・現場見学。実務担当者と直接討論。
・課題の社内における位置づけを明確に。
http://www.kumamoto-u.ac.jp/
m@il: kansai@kumamoto-u.ac.jp  
tel:06-6747-9260

相談の際の留意点 相談の手順

☆「新しい産学連携」方式＝大企業・大企業の協力企業としての中小企業・大学との三者連携
☆「中小企業」の課題を大学の研究テーマへの翻訳を可能とする人材配置

「新しい産学連携」方式＝
大企業・大企業の協力企業としての中小企業・大学との三者連携


